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関川村の紅葉
今年も見事に色づきました
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基本的な感染防止対策

① マスクの着用
・マスクは鼻にすき間なくフィットさせ、

　しっかりと着用してください。

・品質の確かな、できれば不織布のマスクを

　着用してください。

② こまめな手洗い・手指消毒
・共用物に触った後、食事の前後、公共交通機関の利用後などは必ず

　手洗い・手指消毒をお願いします。

③ ３密（密接・密集・密閉）の回避
・一つの密でも避けて、「ゼロ密」を目指しましょう。

　特に人と人との距離は十分に保ってください。

・おしゃべりする時間はできる限り短くし、

　大声は避けてください。

・今まで以上に換気を行ってください。

「ゼロ密」を目指すために、
感染状況に合わせて対応しましょう

公共の場所から
帰った時

咳やくしゃみ、
鼻をかんだ時

病気の人の
ケアをした時

外にあるものに
触った時

ご飯を食べる時

前と後！

手洗いの、５つのタイミング

一人ひとりの行動が、
大切な人と私たちの日常を守ることにつながります。
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新型コロナウイルス感染症に感染したかも？と感じる方へ新型コロナウイルス感染症に感染したかも？と感じる方へ
症状が軽い ①
飲んだり食べたりできる

呼吸が苦しくない

乳幼児で顔色が良い

65歳未満である

基礎疾患がない

妊娠していない

喫煙習慣がない

高度肥満（ＢＭＩ30以上）でない

上記すべてに該当

判断に迷う場合は…
●新潟県新型コロナウイルス受診・相談センター

　※24時間対応
　（土日・祝日含む）

　

●ＡＩ救急相談アプリ

　　 https://line.ee/fzdDFwB

●救急医療電話相談　※19時から８時までの夜間対応

　救急医療電話相談　　 (15歳以上）　☎＃7119

　小児救急医療電話相談 (15歳未満）　☎＃8000

受診先に迷う場合は…
上記、新潟県新型コロナウイルス受診・相談センターへ連絡

新型コロナ抗原定性検査キッ
トや陽性者登録・フォローアッ
プセンター（旧・陽性者登録セ
ンター）の活用も検討

症状が重い ②
水分が飲めない

ぐったりして動けない

呼吸が苦しい

呼吸が速い

乳幼児で顔色が悪い

乳幼児で機嫌が悪くあやしてもおさまらない

37.5度以上の発熱が４日以上続く

65歳以上である

65歳未満だが基礎疾患がある

妊娠している

ワクチン未接種

喫煙習慣がある

高度肥満（ＢＭＩ30以上）である

上記いずれかに該当

かかりつけ医や受診・相談センターに連絡
（オンライン診療も含む）

救急車を呼ぶ必要がある ③
顔色が明らかに悪い

唇が紫色になっている

表情や外見等がいつもと違う

様子がおかしい

息が荒くなった

急に息苦しくなった

日常生活で少し動いただけで息苦しい

胸の痛みがある

横になれない

座らないと息ができない

肩で息をしている

意識がおかしい（意識がない）等

上記いずれかに該当

救急車をためらわない
判断に迷う場合は受診・相談センターや

AI救急相談アプリなどを活用

☎ 025−385−7634
☎ 025−385−7541
☎ 025−256−8275

AI救急相談
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新型コロナウイルス感染症の感染に備えて新型コロナウイルス感染症の感染に備えて
新型コロナウイルス感染症は、誰もがどこでも感染する可能性があります。

発熱などの体調不良時に備えて、準備をしましょう。

新潟県内の薬局、約500店舗で購入できます。

※販売店舗は、新潟県薬剤師会ホームページの「抗原検査キットの取扱薬局リスト」に記載されている薬局
のほか、ドラッグストアに併設された薬局などで購入可能です。各店舗にお問い合わせください。

心の感染予防を　STOP！コロナ差別
　新型コロナウイルスの感染者や濃厚接触者の方への心ない差別や偏見がなくならず苦し
んでいる方がいらっしゃいます。
　人と人との信頼関係や社会のつながりを大切にし、差別のない社会を目指しましょう。

　感染は誰にでも起こ

る可能性があり、感染

者は非難される対象で

はなく、守られるべき

存在です。

感染者を
非難しない

　感染者だけでなく、その地域

や職場、家族等への差別的言動

は相手の心を傷つけます。また、

受診をためらい感染拡大につな

がります。

感染者が出た
地域や職場、家族を
非難しない

　デマやうわさなどの不確

かな情報をむやみに拡散さ

せない。国や県、村が発信

する正確な情報に基づき、

冷静な行動を取りましょう。

風評被害を
防ごう

　私たちの命と健康を守る

医療従事者、福祉施設で働

く職員など社会を支える人

たちに感謝し、応援しまし

ょう。

最前線で
働く人に感謝
しよう

安定した日常生活を取り戻すためにも、
正しい理解を深め差別のない社会を目指し取り組みましょう！

常　 備
市販の解熱鎮痛薬

１週間分程度（１人分）

「体外診断用医薬品」または「第一類医薬品」の
表示があるものを選びましょう

買い置き
食料品・日用品

抗原定性検査キット
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新型コロナウイルスワクチン接種について新型コロナウイルスワクチン接種について
　現在実施している12歳以上のオミクロン株対応２価ワクチン接種及び小児接種についてのお知

らせです。また、これから始まる乳幼児ワクチン接種の概要についてお知らせします。

●オミクロン株対応２価ワクチン接種について（12歳以上）

・最終接種日が９/11以前の方であれば、12/11の大規模接種会場で接種可能です。12/３までは

インターネット予約可能（59歳以下の方のみ）、電話予約は12/７まで受け付けます。

※９/12以降に最終接種をされた方について

（60歳以上の方）コールセンターから日時を指定して別途ご案内します（予約不要）。

（59歳以下の方）接種を希望の場合は、ご予約をお願いします。

　このたび、村上市集団接種会場でも接種が可能になりました。スケジュール等については、

今回広報紙と一緒に配布した別紙をご確認ください。対象は、初回接種が完了した12歳以上の

方です。

●小児接種について（５～11歳）

・小児接種について、12月に村内医療機関での個別接種を実施します。希望される場合はご予約

をお願いします。なお、１月以降の小児接種については、ワクチンの供給スケジュールが示され

てから調整する予定ですので、追ってお知らせします。

・12月の小児接種スケジュールについては、村ホームページをご確認いただくか、役場コールセ

ンターにお問い合わせ願います。

●乳幼児接種について（生後６か月～４歳）

１回目の接種時において、生後６か月から４歳児

初回接種３回

１回目接種後、通常３週間あけて２回目を接種し、２回目接種後、

８週間あけて３回目を接種

乳幼児用ファイザー社ワクチン（※小児用ワクチンとは別）

三角筋中央部または大腿前外側部（※１歳未満は大腿前外側部）

12月下旬から開始

初回接種完了までに５歳を迎えた場合、１回目接種時の年齢に基

づき、引き続き乳幼児用ワクチンを接種

対 象 者

接 種 回 数

接 種 間 隔

ワ ク チ ン

接 種 部 位

村の接種開始日

そ の 他

項　　 目 内　　　　容

※乳幼児用の接種券等は12月初旬に発送予定です。具体的なスケジュールやワクチンの効果、
　予約方法等については、接種券に同封しますので、ご確認くださるようお願いします。

【問い合わせ】

■接種・予約に関すること

　　役場コールセンター　　　ＴＥＬ　７５－５６６７（平日９時30分〜15時）
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脱炭素先行地域（全国46カ所）に選定されました
2030年までに先進的に道の駅周辺を中心とした地域の「脱炭素化」に取り組みます
　国が全国に先駆けて2030年までに「脱炭素」を目指す自治体などを選ぶ「脱炭素先行地域」に

関川村が選定されました。

　脱炭素先行地域とは、2050年カーボンニュートラルに向けて、民生部門（家庭部門及び業務

その他部門）の電力消費に伴うCO2 排出の実質ゼロを実現し、運輸部門や熱利用等も含めてそ

のほかの温室効果ガス排出削減についても、国全体の2030年度目標と整合する削減を地域特性

に応じて実現する地域のことです。選定された自治体は、国から手厚い支援を受けることがで

きます。

　関川村では、豊かな自然資源を活用した災害に強い地域づくりと脱炭素化の同時実現を目指

し、村の主要施設が集積している道の駅関川周辺を対象に、太陽光、小型風力、地熱（温泉

熱）、木質バイオマスといった多様な再エネ電源の導入を計画しています。自営線と大型蓄電

池を活用した地域マイクログリッド（※１）の構築、再エネを活用した融雪装置の導入など、

豪雪地域における生活の利便性向上を図ってまいります。

　なお、木質バイオマス発電には村内材を活用するとともに、森林資源の計画的管理、スマー

ト林業の導入等による林業全体の経営健全化に取り組みます。

　また、耕作放棄地の再生利用とソーラーシェアリング（※２）の導入により、農業の活性化

にもつながるよう計画しています。

【問い合わせ先】 役場 地域政策課 脱炭素推進室　　☎６４－１４７８

2050年ゼロカーボン達成に向けたキャッチコピー

※１地域マイクログリッド

　一定のエリア内で電力の地産

地消ができる仕組みのこと

※２ソーラーシェアリング

　農地に支柱等を立てて、その

上部に設置した太陽光パネルを

使って日射量を調節し、太陽光

を農業生産と発電とで共有する

取り組み。
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宝くじ助成で
活動備品を
充実させました

　宝くじの助成は、（一財）自治総

合センターが行っている宝くじの社

会貢献広報事業の一環です。地域社

会の健全な発展と住民の福祉向上を

目的として、地域で行う事業または

活動に必要な施設・整備等へ助成し

ています。

　今年度は、下関コミュニティ、鍬

江沢集落、金丸集落、桂集落で宝く

じの助成を受け、集落施設の備品の

整備や拡充を行いました。

下関：テント 鍬江沢：座椅子・テレビ

金丸：LED照明・座机 桂：座椅子・座机

えぶり号のほかにも利用できる「のりあいタクシー」を紹介しますえぶり号のほかにも利用できる「のりあいタクシー」を紹介します
　村上市が運行している「のりあいタクシー」のうち、荒川・神林地区のりあいタクシーは、関川村と村上市が
連携協定を結んでいるため、関川村民も利用することができます。
　例えば、坂町駅から坂町病院まで片道100円で乗車できますので、どうぞご利用ください。

行き発車時間  7:00～ 7:30

11:00～11:30

１便
 8:30～ 9:00

12:15～12:45

２便
 9:45～10:15

14:45～15:15

３便
 13:30～14:00

16:30～17:00

４便

帰り発車時間

運 行 曜 日 月曜日〜金曜日（祝日、12月29日〜１月３日を除く）

主な乗降場所 坂町駅、荒川中央クリニック、県立坂町病院、上田眼科、しなの薬局坂町店、

アイン薬局坂町店、共創未来坂町健康薬局、佐野医院、

荒川ショッピングセンターアコス（水、金のみ）、原信荒川店（火、木のみ）など

※乗降場所以外での途中下車、関川村からの乗車、関川村への移動はできません。

運 行 時 刻

※運行時刻は目安です。道路や予約の状況により前後しますので、早めに出発の準備をして

お待ちください。

乗 車 料 金  片道 100円〜500円（障がい者手帳の提示で半額）

※料金は乗車区間によって異なります。料金の支払いは現金またはＰａｙＰａｙでお願いします。

予 約 先 予約受付センター ☎ 53－2525（受付時間 9：00〜17：00）

※前日17時までに電話予約が必要です。手押し車（シルバーカー）を利用する方は予約の際に
お伝えください。

そ の 他 詳しくは、村ホームページまたは役場に備え付けてあるチラシをご覧ください。

問い合わせ先 役場 地域政策課 地域振興班 ☎ 64－1478

 または 村上市役所 企画戦略課 地域交通政策室 ☎ 53－2111（代表）
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８．部門別職員数の状況

６．職員手当の状況
（１）扶養手当など

７．職員研修の状況（Ｒ３年度実績）

（２）時間外勤務手当

（２）部門別職員数の状況

（１）年齢別職員構成の状況

区分

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

期
末
・
勤
勉
手
当

退

職

手

当

管
理
職
手
当

内　　　　容

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　 　6,500円
子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10,000円
子（16歳年度初め〜22歳年度末）　　　 加算5,000円
父母等　　　　　　　　　　　　　　　　 　6,500円

借家　月額12,000円を超える家賃を支払っている
　　　職員に対し、家賃の額に応じて　最高27,000円

通勤距離が２㎞以上である職員に支給
・交通機関利用者
　　　負担している運賃額に応じて　　最高55,000円
・自動車等使用者
　　　通勤距離に応じて　 2,000円から最高24,500円

令和３年度支給割合
　　　　　　　　　 期末手当　　　　 勤勉手当
　　６月期　　　　 1.275月分　　　　0.925月分
　　12月期　　　　 1.175月分　　　　0.925月分
　　　計　　　　　 2.45月分　　　　　1.85月分
職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

（支給率）Ｒ３年度　 自己都合　 　　勧奨・定年
　　勤続20年　　　　19.6695月分　　24.586875月分
　　勤続25年　　　　28.0395月分　　 33.27075月分
　　勤続35年　　　　39.7575月分　　　 47.709月分
　　最高限度額　　　47.709月分　　　　 49.59月分
・その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置（２％〜20％加算）
　　（退職時特別昇給なし）

管理職に対して職務の級等に応じて定額を支給
　　課長・局長　　　　　　38,800円
　　参事　　　　　　　　　31,000円

令和３年度
職員１人当たり平均支給年額

支給実績 1,430万5千円

30万4千円

令和２年度
職員１人当たり平均支給年額

支給実績 1,107万6千円

12万3千円

研　修　名 受講者数

 １ 課長級研修 0

 ２ 課長補佐級研修 0

 ３ 係長研修 2

 ４ 主任・主査研修 6

 ５ 新採用職員研修 6

 ６ 戦略的情報発信研修 2

 ７ 簿記会計研修 2

 ８ データ活用向上研修 3

 ９ その他研修 16

Ｒ4.4 .1

区　分

Ｈ29.4.1

0

20
歳
未
満

0

2

20
〜
23
歳

3

3

24
〜
27
歳

16

13

28
〜
31
歳

9

16

32
〜
35
歳

7

9

36
〜
39
歳

13

10

40
〜
43
歳

22

24

44
〜
47
歳

11

12

48
〜
51
歳

9

7

52
〜
55
歳

7

9

56
〜
59
歳

15

6

60
歳
以
上

1

111

計

113

５．一般行政職の職員数の状況（令和４年４月１日現在）

※保育・技能労務職員などは含まれていません。

区 　 分

代表的な職名

職 員 数

構 成 比

５級

課長・局長・参事

９人

13.8％

４級

主　幹

９人

13.8%

６級

課長・局長

０人

０%

３級

主査・副主幹

23人

33.9%

２級

主　任

16人

23.1%

１級

主事・主事補

10人

15.4%

計

67人

100％

一
　
般
　
行
　
政

合　　計

部門
区分 職員数

差引 主な増減理由
Ｒ４

特
別
行
政

公
営
企
業
等

議　　会 2 0

総務企画 24 0

税　　務 5 0

農林水産 11 1
商　　工 4 1

土　　木 7 0

民　　生 23 △1

衛　　生 9 1
小　　計 85 2

教　　育 12 0

体 制 強 化

退職による減

体 制 強 化

体 制 強 化

消　　防 0 0

小　　計 12 0
病　　院 4 0

水　　道 1 0

下 水 道 1 0

そ の 他 8 0

小　　計 14 0

111

2

24

5

10

3

7

24

8

83

12

0

12

4

1

1

8

14

109

Ｒ３

2

　給与の概要は令和４年４月１日現在の

「給与実態調査」などによるものです。

　なお、詳しくは村のホームページにも

掲載しています。

Ｒ4.4.1

年齢別職員構成比

60
歳
以
上

56
〜
59
歳

52
〜
55
歳

48
〜
51
歳

44
〜
47
歳

40
〜
43
歳

36
〜
39
歳

32
〜
35
歳

28
〜
31
歳

24
〜
27
歳

20
〜
23
歳

20
歳
未
満

0

5

10

15

20

25

30

Ｈ29.4.1
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村職員の給与・人数などを公表します村職員の給与・人数などを公表します
　村職員の給与や職員数などについて、村民の皆さんに知っていただくため「関川村人事行政の

運営等の状況の公表に関する条例」に基づいて公表します。 問い合わせ先
　役場 総務課人事財政班　☎64−1476

１．人件費の状況（令和３年度普通会計決算）

※普通会計には、水道職員などの公営企業にかかる経費は含まれていません。

２．職員給与費の状況（令和３年度普通会計決算）

３．職員の給料など

※1．職員手当には退職手当を含みません。
　2．職員数は令和３年４月１日現在の水道職員などの公営企業を除いた人数です。

※経験年数とは、採用前に民間企業での勤務経験などがある場合にはその期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

※年次有給休暇は、一の年ごとに20日付与され（途中採用者を除く）、20日を超えない範
　囲内の残日数は、翌年に繰り越すことができる（上記の全期間を在職した一般職員）。

（１）平均給料月額（それぞれ当該年の４月１日現在）

４．職員の勤務条件の状況
年次有給休暇の取得状況（令和３年１月１日から令和３年12月31日まで）

（３）学歴や経験年数の違いによる平均給料月額

（２）特別職の報酬等の状況（令和４年４月１日現在）

（４）初任給（令和４年４月１日現在）

住民基本台帳人口
（R4.1.1現在） 歳出額（Ａ）

職員数（Ａ）
定員管理調査、
部門別職員数の
普通会計の合計数

区分

区　　分
10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

25年以上
30年未満

30年以上
35年未満 35年以上

経験年数

一般行政職

平均年齢

高校卒

高校卒等

大学卒 −

385,700円

299,200円

373,900円

385,500円

286,100円

359,400円

327,900円

279,500円

330,700円

312,700円

−

302,000円

262,200円

242,700円

246,000円

234,400円

−技能労務職

一　般

行政職

区　分 関川村

大学卒 182,200円
平均取得日数

11.9

消化率

30.0％
150,600円

147,900円

高校卒

高校卒技能労務職

一　般

行政職

平均給料月額

技能労務職 区　分

給

料

報

酬

月　　額 期末手当

平均年齢 平均給料月額

Ｒ４ 42.2歳 291,800円

5,162人

95人 290,671千円 36,422千円 110,579千円 437,672千円 4,607千円

5,400,674千円 839,357千円 15.5％ 16.1％

56.3歳 256,900円

Ｒ３ 41.3歳 291,900円 55.3歳 274,400円

村　長 630,000円

（令和３年度 支給割合）
3.25月分

副村長 520,000円

教育長 480,000円

議　長 255,000円

副議長 188,000円

議　員 168,000円

一人当たり給与費
（Ｂ）／（Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

給　　　与　　　費

人件費（Ｂ）
人件費率

（Ｂ）/（Ａ）
（参考）

前年度の人件費率

村職員の給与・人数などを公表します

Ｒ４



令和４年11月３日付　発令
※掲載のご了解が得られた方を紹介しています。
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11
月
１
日
、
日
東
道
村
上
道
路

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
羽
越
河
川
国
道

事
務
所
と
新
潟
県
村
上
地
域
振
興

局
、
村
上
市
、
関
川
村
と
除
雪
作

業
受
注
者
に
よ
る
村
上
圏
域
合
同

除
雪
出
動
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
合
同
除
雪
出
動
式
は
、
本

格
的
な
冬
を
迎
え
る
前
の
村
上
圏

域
の
冬
期
間
の
道
路
交
通
確
保
に

向
け
た
連
携
強
化
と
、
除
雪
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
将
来
の

担
い
手
確
保
を
目
的

に
昨
年
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
出
動
式
に
は
、
関

川
村
の
除
雪
作
業
受

注
者
を
代
表
し
て
㈱

渡
辺
組
が
参
加
。
村

上
市
立
神
納
小
学
校

４
年
生
の
児
童
か
ら

　
こ
の
た
び
、
長
年
に
わ
た
る
活

動
が
評
価
さ
れ
、
米
沢
街
道
地
域

づ
く
り
検
討
会
︵
米
野
紀
男
会
長

・
上
関
︶
に
国
土
交
通
省
北
陸
地

方
整
備
局
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
米
沢
街
道
地
域
づ
く
り
検
討
会

は
、
関
川
村
と
新
潟
国
道
事
務
所

と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
平
成
24

年
か
ら
国
道
１
１
３
号
﹁
道
の
駅

・
関
川
﹂
付
近
の
路
側
帯
の
美
化

清
掃
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
、
春
と
秋
の
２
回
植
栽
を

行
い
、
道
の
駅
沿
い
を
花
で
彩
り

ま
す
。
ま
た
、
水
や
り
、
花
柄
摘

み
、
草
と
り
ま
で
を
当
番
制
で
行

い
、
花
壇
を
含
む
２
６
０
ｍ
区
間

で
道
路
清
掃
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
米
沢
街
道
地
域
づ
く
り
検
討
会

は
、
歴
史
的
街
道
﹁
米
沢
街
道
﹂

の
歴
史
と
文
化
遺
産
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
村
の
活
性
化
に
寄
与
し
よ
う

と
平
成
22
年
に
設
立
。
村
と
協
働

し
な
が
ら
幅
広
い
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

﹁
事
故
の
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
い
う

激
励
の
言
葉
と
車
の
鍵
を
模
し
た

ゴ
ー
ル
ド
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
ド
キ
ー
を
受
け
取
っ

た

㈱
渡
辺
組
の
松
田
佳
人
さ
ん

︵
村
上
市
︶
は
、
﹁
昨
シ
ー
ズ
ン

は
雪
も
多
く
大
変
で
し
た
が
、
村

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
昼
夜
を
問
わ
ず
除

雪
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。
今
シ

ー
ズ
ン
も
安
全
第
一
で
除
雪
作
業

に
あ
た
り
、
道
路
の
安
全
を
確
保

し
ま
す
﹂
と
決
意
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

おめでとうございます 秋の叙勲秋の叙勲
瑞
宝
双
光
章

元
関
川
村
副
村
長
　
　
　

佐
藤
忠
良
さ
ん

︵
朴
坂
︶

村上圏域合同除雪出動式村上圏域合同除雪出動式
道路愛護団体表彰を受賞
米沢街道地域づくり検討会
道路愛護団体表彰を受賞
米沢街道地域づくり検討会

除雪シーズンの安全を祈願

　
こ
の
た
び
、
佐
藤
忠
良
さ
ん
に

国
か
ら
﹁
瑞
宝
双
光
章
﹂
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
４
月

に
関
川
村
臨
時
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
て
か
ら
、
平
成
29
年
12
月
ま

で
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
。
特
に
、

平
成
９
年
４
月
か
ら
は
関
川
村
収

入
役
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
15
年

４
月
か
ら
は
助
役
、
平
成
19
年
４

月
か
ら
は
副
村
長
と
し
て
、
通
算

20
年
９
か
月
に
わ
た
り
村
政
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
持
ち
前
の
優
れ
た
才
知

と
適
切
な
判
断
力
、
高
邁
な
精
神

を
も
っ
て
関
川
村
の
伸
展
と
村
民

生
活
の
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。
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村
で
は
、
乳
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
を
目
的
に
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
今
年
度
初
め
て
実
施
し

ま
し
た
。

　
10
月
20
日
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
、
関
川
小
学
校
の
５
・
６

年
生
を
対
象
に
乳
が
ん
啓
発
講
座
を

開
催
。
講
座
で
は
、﹁
乳
が
ん
検
診
っ

て
ど
う
し
て
大
切
な
の
？
﹂
と
題
し

て
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
伊
勢

み
ず
ほ
さ
ん
が
乳
が
ん
を
宣
告
さ
れ

た
こ
と
や
抗
が
ん
剤
・
放
射
線
治
療

の
辛
さ
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、﹁
も
っ
と
早

く
が
ん
を
見
つ
け
ら
れ
た
﹂
と
医
師

に
言
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
セ
ル
フ
チ

ェ
ッ
ク
と
乳
が
ん
検
診
受
診
の
大
切

さ
を
説
明
。
乳
が
ん
は
早
期
に
発
見

で
き
れ
ば
治
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を

子
ど
も
た
ち
か
ら
家
族
や
身
近
な
大

人
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
伊
勢
さ
ん
の
講
座
を
受
講

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
村
が
用
意
し

た
乳
が
ん
検
診
啓
発
ポ
ス
タ
ー
に
、

一
人
ひ
と
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
啓

発
運
動
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か

れ
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
村
内
の
金
融
機

関
や
役
場
、
村
民
会
館
な
ど
９
箇
所

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
族
や
身
近
な
方

に
乳
が
ん
検
診
の
受
診
を
勧
め
て
く

だ
さ
い
。

　
10
月
16
日
、
長
岡
市
か
ら
新
潟

市
の
１
１
０
・
１
㎞
を
全
12
区
間

で
つ
な
ぐ
﹁
第
75
回
新
潟
県
駅
伝

競
走
大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
、
村
上

チ
ー
ム
が
見
事
第
６
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

　
村
上
チ
ー
ム
に
は
、
関
川
村
か

ら
も
４
名
︵
コ
ー
チ
１
名
・
選
手

３
名
︶
が
参
加
。
23
年
ぶ
り
の
入

賞
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
選
手
と
し
て
第
５
区
︵
９
㎞
︶
を

走
っ
た
岡
田
慧
斗
さ
ん
︵
高
３
・

下
関
︶
は
﹁
23
年
ぶ
り
の
入
賞
に

貢
献
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
最
後
ま
で
楽
し
く
走
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
﹂
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
村
上
チ
ー
ム
で
は
一
緒

に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

▲関川小学校５・６年生に自身の体験談を語った
　講師の伊勢みずほさん

▲村上信用金庫関川支店にポスターを届けた
　スマイルサポート委員会

新
潟
県
駅
伝
競
走
大
会

新
潟
県
駅
伝
競
走
大
会

村上チーム登録メンバー
コーチ：髙 橋 大二郎さん（下　関）

選　手：岡 田 慧 斗さん（下　関）

選　手：平 田 武 史さん（辰田新）

選　手：平 田 達 哉さん（平内新）

５月〜10月の毎週水曜日、19時から中学生〜社会人

ランナーが合同で練習しています。興味のある方は

0254−64−1033（橋）にご連絡ください。

郷
土
の
誇
り
を
胸
に
、

　

長
岡
〜
新
潟
間
を
力
走

郷
土
の
誇
り
を
胸
に
、

　

長
岡
〜
新
潟
間
を
力
走

大切な人に 大切な家族に 乳がん検診を大切な人に 大切な家族に 乳がん検診を
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　「ベビーファースト運動」は、日本青年会議所が

全国各地の自治体や企業に参画を呼びかけているも

ので、子育て世代が子どもを産み育てたくなるよう

な社会、みんなで赤ちゃんを育んでいく優しい社会

を目指しています。

　村では、10月29日にベビーファースト運動への

参画を表明しました。今後も、妊娠・出産・子育て

の切れ目のない支援を行っていきます。

個人県民税徴収成績優良市町村
として感謝状をいただきました

　このたび、新

潟県から個人県

民税徴収成績優

良市町村として

感謝状の贈呈を

受けました。

　これは、村の

個人県民税（令

和３年度分）の

収入率が県内上

位３位までに入り、収入率を３年連続向上させたこ

とから贈られたものです。

　この感謝状は村民の皆さんの納税へのご協力によ

るものです。今後も納税へのご理解とご協力をよろ

しくお願いいたします。

ベビーファースト宣言

子育て家庭にやさしい村

　このたび、８月３日〜４日に発生した豪雨災害

に際し、復旧支援に尽力いただいた団体等（全11

団体）に村から感謝状を贈呈することとなりまし

た。

　11月14日に感謝状を贈呈した山和建設株式会

社（山形県小国町）は、発災直後の８月４日に下

川口地内道路の土砂撤去を実施。その後、６日〜

９日には、土砂流入によって甚大な被害が発生し

た湯沢地内において道路だけでなく民家やお寺の

土砂撤去を行いました。

　なお、山和建設株式会社は村と「災害時におけ

る応急対策に関する協定」を締結しており、自然

災害によって村内の河川や道路などが被災した場

合に、同社が建設機械や資材、労力を無償で提供

することを約束していました。

災害支援団体へ感謝状を贈呈

令和４年８月豪雨

　11月４日、関川村村民会館大ホールを会場にマ

イタウン・コンサートが開催されました。

　このコンサートは地域の皆さんに音楽に親しん

でもらおうと公益財団法人新潟県文化振興財団と

関川村教育委員会が主催したものです。

　コンサートでは、「薫風之音」のお二人による筝

と尺八の和楽器の演奏を中心に、ピアノとパーカ

ッションの演奏も併せて披露。それぞれの楽器に

ついて簡単な説明をした後、誰もが耳なじみのあ

る名曲や歌謡曲など16曲が演奏されました。また、

演奏の合間の軽快なトークで会場は大いに盛り上

がり、来場者はコンサートを満喫していました。

マイタウン・コンサート
伝統の枠、和と洋の垣根を越えたセッション

くんぷう の おと
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学 校 お 知 ら せからのからの

今月は関川小学校からの紹介

　５年生は、学校田で育ててきたお米を収穫し

ました。

　収穫したお米は、たくさんの人に手伝ってい

ただいた感謝の気持ちを伝えたいという思いを

込め「感謝米」と命名しました。

　子どもたちは、収穫した新米「感謝米」を多

くの方々に食していただきたいと考え、11月

18日から４日間に渡り、ゆ〜むと下関朝市に

てPR活動を行うとともに、感謝米を無料で配

付しました。

　子どもたちが自分たちで考え取り組んだこの

活動は、大変貴重な体験となりました。

　11月21日、東京芸術座の方々をお招きし、

公演「パンプキン－模擬原爆の夏－」を鑑賞し

ました。体育館に、劇場並みのセットと照明が

設営された環境で、演劇を楽しむことができま

した。

　また、６年生の参加希望者が、公演まで練習

を重ね、当日は舞台で踊ったり、台詞を言った

りしながら劇団の皆さんと共演し、会場を盛り

上げました。

　生の演劇を間近で鑑賞することができ、更に

６年生も出演したことで、子どもたちの心に残

る公演となりました。

学校田収穫「感謝米」のＰＲ活動と配付

東京芸術座公演「パンプキン」

地域とともにある学校づくりをめざして

学校運営協議会開催

　村では、平成29年度から学校・家庭・地域が

一体となって子どもを育てるために「コミュニ

ティ・スクール」制度を導入しています。

　11月11日、今年度２回目となる学校運営協議

会が開催されました。委員の皆さんは、関川中

学校で授業を参観し、生徒の様子を見て回りま

した。その後の協議会では、小・中学校長から

学校運営の途中経過について説明を受け、各学

校に対して、これまで以上に学校に安心感をも

ってもらえるよう、地域に開かれ、地域ととも

にある学校づくりを進めるよう意見を述べまし

た。

●コミュニティ・スクールとは

　保護者や地域住民の代表等で構成する「学校

運営協議会」を設置している学校を指し、校長

が作成する学校運営の基本方針を承認したり、

学校運営について意見を述べたりすることがで

きます。村では、関川小・中学校合同の学校運

営協議会を設置しています。

▲ 学校運営協議会の様子

▲ 体育の授業を参観する委員
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問い合わせ先　役場 健康福祉課 福祉保険班　☎ 64－1472

１　75歳になると私の保険はどうなるの？

回答：75歳の誕生日から、自動的に後期高齢者医療制度に加入となりま

す。加入の手続きは必要ありません。

なお、後期高齢者医療制度の保険証が使えるのは、75歳の誕生日

からです。誕生日以降に医療機関等を受診する際は、後期高齢者

医療保険の保険証を窓口で提示してください。

保険証は、誕生月の前月末にお手元に届くように郵送します。

今までお使いの保険証は発行先へ返却してください。

２　保険証を紛失したのですが、どのように再交付を受ければよいのですか？

回答：保険証を紛失・破損した場合には、役場窓口で再交付を受けることができます。

　　　◎手続きに必要なもの・・・はんこ、窓口に来られる方の身分証明書（運転免許証など）、

マイナンバーがわかるもの

３　保険料を年金から納めていますが、口座振替に変更できますか？

回答：保険料の納め方は、手続きにより口座振替に変更することができます。

口座振替への変更を希望される場合は役場窓口にお申し出ください。手続きをいただくと年金から

の納付が中止され、口座振替により納めていただくことになります。

（納付いただく保険料の総額は変わりません）

　　　◎手続きに必要なもの・・・振替口座の預金通帳、通帳の届け出印、保険証

後期高齢者医療制度のよくある質問Ｑ＆A

納めた保険料額は、所得税や住民税の申告の際に社会保険料控除の対象となります。
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健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

　
動
い
た
時
の
息
切

れ
や
せ
き
や
た
ん
、

年
の
せ
い
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
は
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
︵
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
︶
と
い
う
病

気
と
管
理
の
お
話
で
す
。

　
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
は
、
肺
気
腫
、

慢
性
気
管
支
炎
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

た
病
気
を
整
理
し
て
ま
と
め
た
呼
び

方
で
す
。
肺
の
生
活
習
慣
病
と
言
わ

れ
、
慢
性
的
な
炎
症
が
起
き
、
息
が

吐
き
に
く
く
な
る
︵
気
流
閉
塞
︶
病

気
で
す
。
日
本
に
は
40
歳
以
上
の
8.6

％
、
約
５
３
０
万
人
以
上
の
患
者
さ

ん
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

診
断
さ
れ
た
患
者
は
22
万
人
と
多
く

の
人
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
気
付
い
て
い
な

い
、
ま
た
は
正
し
く
診
断
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
原
因
の
90
％
以
上
が

﹁
タ
バ
コ
﹂
に
よ
る
も
の
で
す
。
有

害
物
質
が
長
期
に
わ
た
っ
て
肺
を
刺

激
す
る
と
、
細
い
気
管
支
に
炎
症
を

起
こ
し
︵
細
気
管
支
炎
︶、
せ
き
や
た

ん
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、

気
管
支
の
内
側
が
狭
く
な
り
、
空
気

の
流
れ
が
悪
く
な
り
ま
す
。

　
主
な
症
状
は
、
せ
き
・
た
ん
・
動

作
時
の
息
切
れ
︵
労
作
時
呼
吸
困
難
︶

で
す
。
重
症
に
な
る
と
血
液
中
の
二

酸
化
炭
素
の
貯
留
や
低
酸
素
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
安
定
期
の
治
療
と
管
理
は
、
薬
物

療
法
、
運
動
療
法
、
栄
養
療
法
、
日

常
生
活
管
理
な
ど
総
合
的
に
行
い
ま

す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
在
宅
酸

素
療
法
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

・
薬
物
療
法

治

療
の
中
心
は

気
管
支
拡
張

薬
で
す
。
吸

入
薬
で
気
道
を
広
げ
る
と
空
気

の
通
り
が
良
く
な
り
呼
吸
困
難

が
軽
減
し
ま
す
。
吸
入
後
は
副

作
用
予
防
の
た
め
、
う
が
い
を

行
い
ま
す
。

・
運
動
療
法

歩
行
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

か
ら
開
始
し
、
運
動
の
種
類
を

増
や
し
て
い
き
ま
す
。
息
切
れ

が
強
い
場
合
は
呼
吸
訓
練
や
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
、
症
状
が
軽

い
場
合
は
全
身
の
持
久
力
や
筋

力
ア
ッ
プ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

加
え
ま
す
。
家
事
な
ど
で
体
を

動
か
し
て
日
常
生
活
を
活
動
的

に
行
う
こ
と
も
息
切
れ
の
改
善

に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
栄
養
療
法

体
重
減
少
が
あ
る
方

は
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
高
た
ん

ぱ
く
食
を
心
が
け
ま
す
。
一
度

に
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
な
い
方

は
、
食
事
を
数
回
に
分
け
た
り

栄
養
補
助
食
品
を
利
用
し
た
り

し
ま
し
ょ
う
。

・
禁
煙

完
全
な
禁
煙
が
必
要
で
す
。

自
力
で
禁
煙
で
き
な
い
場
合
、

ニ
コ
チ
ン
の
離
脱
症
状
を
和
ら

げ
る
禁
煙
補
助
薬
の
利
用
が
効

果
的
で
す
。
家
族
・
友
人
が
喫

煙
者
の
場
合
、
受
動
喫
煙
に
も

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
増
悪
予
防

手
洗
い
・
う
が
い
な

ど
感
染
予
防
対
策
を
継
続
し
て

行
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
・
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
も
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
在
宅
酸
素
療
法

指
示
の
酸
素
を

吸
入
し
な
が
ら
積
極
的
に
活
動

し
ま
し
ょ
う
。

　
症
状
が
気
に
な
る
方
、
も
っ
と
活

動
的
に
な
り
た
い
方
は
、
か
か
り
つ

け
の
医
師
に
相
談
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

﹁
息
切
れ
を
改
善
し
て
、
日
常
生
活
を
活
動
的
に
﹂

「
運
転
す
る
人
も
し
な
い
人
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
を
目
指
し
て
」

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
１
階
　
☎
︵
６
４
︶
１
４
７
３

自
分
の
位
置
を
知
ら
せ
る
こ
と

で
事
故
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
今
年
は
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。
運
転
す
る
人
・

し
な
い
人
が
互
い
に
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
自
分
の
交
通
マ
ナ

ー
を
見
直
す
機
会
と
し
ま
し
ょ

う
。認

知
症
研
修
会

日
時

12
月
12
日
︵
月
︶

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

村
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

内
容

交
通
安
全
漫
談

　
　
︵
中
野
小
路
た
か
ま
ろ
様
︶

※

定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
改
正
道
路
交
通
法
施
行
に
よ

り
、
75
歳
以
上
で
過
去
３
年
間
に

信
号
無
視
な
ど
の
一
定
の
違
反
歴

が
あ
る
方
は
、
免
許
証
更
新
時
に

運
転
技
能
検
査
の
受
検
︵
実
車
試

験
︶
が
、
今
年
５
月
13
日
よ
り
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
75
歳
以
上
の
運
転
者
に
よ
る
事

故
要
因
で
は
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
の

誤
り
や
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル

の
踏
み
間
違
い
な
ど
の
﹁
操
作
ミ

ス
﹂
が
最
も
多
く
、
年
を
重
ね
る

こ
と
で
運
動
機
能
の
低
下
や
判
断

ミ
ス
が
、
事
故
を
引
き
起
こ
す
リ

ス
ク
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
車
は
、
安
全
に
運
転
す
れ
ば
生

活
に
便
利
で
す
が
、
一
歩
間
違
え

る
と
﹁
危
険
な
も
の
﹂
に
変
わ
り

ま
す
。
安
全
運
転
に
は
、
体
力
と

認
知
機
能
両
方
の
健
康
が
大
切
で

す
。

　
ま
た
運
転
し
な
い
歩
行
者
も
、

夕
暮
れ
時
は
明
る
い
色
の
服
を
着

る
、
反
射
材
を
身
に
付
け
る
な
ど

小

林

由

美

新
潟
県
立
坂
町
病
院

慢
性
呼
吸
器
疾
患
看
護
認
定
看
護
師

211
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11
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
、
村

民
会
館
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に
﹁
村

民
文
化
祭
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

書
道
や
手
芸
、
生
け
花
な
ど
、
個

人
や
各
団
体
の
力
作
が
ず
ら
り
と

並
び
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
作
品
一
つ

一
つ
を
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
、
文

化
・
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま

し
た
。

生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは教育課へ

　ＴＥＬ ６４−１４９１

文化・芸術の秋　関川村文化祭

３日（土）、 18日（日）
虹色と汽車のメロディーが目印です♪

村民会館図書室

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

　冬の足音がすぐそこまで近づいてきています。年末は何かと気ぜわしい季節。そんな時こそ本を
お供にリラックスできる「自分時間」を。お供の一冊はぜひ図書室で探してみてください。

『マヤコ101歳　－元気な心とからだを保つコツ－』
室井摩耶子　著　

100歳を過ぎても、自分らしく、心豊かに

暮らす現役ピアニスト室井摩耶子。一人暮

らしの日々を満喫し、笑いを絶やさない彼

女の愉快爽快エッセイ。

NEW！！

『おさがり』
くすのきしげのり　作　北村　裕花　絵

「おさがり」ってはずかしい？

そんなことはありません。「おさがり」

はとてもすてきなこと！モノを大切に

する心を、大切にする絵本。

これ、よんで！

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用をお願いします。
また、体調の悪い方は参加をお控えください。

村民会館の図書室で開催！無料です！
時間は10時30分からです。

ブルーベリーのみなさんが贈る、

ステキなおはなしの世界。

ご家族みんなでおいでください。

おはなしの会17日は17日は 絵本の読み聞かせ
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﹁
現
地
で
示
談
に
せ
よ
﹂
と
、
平

太
郎
の
九
月
の
訴
え
は
、
幕
府
か

ら
差
し
戻
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
、
十
一
月
、
原
告
と
被

告
、
村
上
藩
と
水
原
代
官
所
の
役

人
、
双
方
側
か
ら
二
人
ず
つ
の
仲

裁
人
た
ち
が
、
雪
道
を
現
地
に
集

合
し
て
話
合
い
。
そ
の
結
果
を
報

告
し
た
の
が
、
左
の
文
書
︵
写
真
は

前
半
部
︶。
次
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

﹁
現
地
を
確
認
し
た
上
で
、
仲
裁

案
を
出
し
ま
し
た
。
藤
沢
川
が
水

不
足
の
場
合
は
、
掘
割
の
水
路
へ

水
を
引
か
な
い
こ
と
。
そ
れ
が
だ

め
な
ら
、
四
月
か
ら
八
月
ま
で
、

藤
沢
川
七
分
、
掘
割
用
水
三
分
で

水
を
分
け
る
こ
と
。
原
告
は
ど
ち

ら
も
了
承
し
ま
し
た
が
、
被
告
は

不
承
知
で
し
た
。
こ
れ
以
上
、
仲

裁
の
方
法
が
な
い
の
で
示
談
は
不

成
立
、
破
談
と
な
り
ま
し
た
。
﹂

　
田
麦
掘
割
の
現
地
に
入
り
、
平

太
郎
の
訴
え
た
幅
三
間
の
新
規
掘

割
の
有
無
を
確
認
し
た
上
で
の
仲

裁
案
で
す
。

　
被
告
の
町
村
は
、
な
ぜ
不
承
知

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
村
上
藩
が
、
現
地
集
合
の
八
日

も
前
に
、
破
談
に
す
る
よ
う
命
じ

て
い
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と
を
藩

側
の
仲
裁
人
・
岩
船
町
の
与
惣
左

衛
門
が
書
き
残
し
て
い
ま
す
。︵﹁
神

林
村
誌
﹂︶

　
村
上
藩
の
指
示
は
こ
う
で
す
。

﹁
①
こ
の
掘
割
は
御
城
の
用
水
だ

と
幕
府
に
言
え
ば
、
す
ぐ
に
分
か

っ
て
も
ら
え
る
の
だ
が
、
そ
う
す

る
と
幕
府
の
御
目
付
が
調
べ
に
き

て
大
ご
と
に
な
る
か
ら
、
そ
れ
は

し
な
い
。

②
わ
ず
か
一
間
の
所
を
三
間
幅
な

ど
と
、
い
つ
わ
り
の
悪
企
み
が
あ

る
よ
う
だ
か
ら
、
と
て
も
示
談
に

は
で
き
な
い
。

③
破
談
に
し
て
幕
府
の
裁
判
に
頼

る
し
か
な
い
。
費
用
は
藩
が
出
す

か
ら
、
藩
の
た
め
と
思
っ
て
各
々

精
出
す
よ
う
に
。﹂

　
現
地
話
合
い
は
、
無
駄
な
骨
折

り
だ
っ
た
の
で
す
。
実
は
、
村
上

藩
は
、
掘
割
の
拡
張
工
事
を
認
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
秘
密
を
隠

し
て
い
ま
し
た
。
①
に
そ
の
こ
と

が
少
し
も
れ
出
て
い
ま
す
。
謎
の

解
明
は
次
回
。

︿
原
文
と
解
説
は
歴
史
館
に
展
示
﹀

で

田
麦
堀
割
訴
訟
④
現
地
話
合
い
破
談
の
届

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
そ
う
　
ざ

　
え

も
ん

「田麦堀割訴訟大騒動の真相」「田麦堀割訴訟大騒動の真相」
歴史講演会

　
せ
き
か
わ
歴
史
と
み
ち
の
館
主

催
の
歴
史
講
演
会
が
、
10
月
20
日
、

村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
、
村
歴
史
文
化

財
調
査
委
員
で
﹁
古
文
書
で
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
﹂
の
執
筆
者
で
も
あ

る
渡
辺
伸
栄
さ
ん
︵
上
関
︶
。
講
演

会
で
は
、
９
月
号
か
ら
連
載
が
ス

タ
ー
ト
し
た
﹁
田
麦
堀
割
訴
訟
﹂

の
結
果
や
事
件
の
真
相
に
つ
い
て
、

調
査
資
料
を
も
と
に
詳
し
く
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

古
文
書
解
読
講
座

　
村
の
指
定
文
化
財
で
あ
る
平
田

甲
太
郎
家
文
書
や
渡
辺
家
文
書
を

テ
キ
ス
ト
に
読
み
解
き
ま
す
。

●
と
き
　
11
月
30
日
〜
２
月
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
　
13
時
30
分
〜

14
時
30
分

●
と
こ
ろ
　
歴
史
館
映
像
ホ
ー
ル

江
戸
万
延
の
道
中
記
展

　
こ
れ
ま
で
古
文
書
解
読
講
座
で

読
み
進
め
て
き
た
上
関
の
近
祐
治

さ
ん
宅
に
伝
わ
る
道
中
記
。
そ
の

内
容
や
、
江
戸
時
代
当
時
の
旅
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
と
き
　
12
月
18
日
︵
水
︶
ま
で

●
と
こ
ろ
　
歴
史
館
村
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
︵
観
覧
無
料
︶

古
文
書
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
へ

古
文
書
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
へ

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　

　
せ
き
か
わ
歴
史
と
み
ち
の
館
　
☎
６
４

−

１
２
８
８
︵
月
曜
休
館
︶
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●
春
プ
ロ
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
、
春
休

み
の
大
規
模
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
通
称
﹁
春
プ
ロ
﹂
に
向
け
て

動
き
出
し
て
い
ま
す
！
そ
こ
で
、

い
く
つ
か
活
動
を
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
！

︿
国
際
協
力
﹀ 

カ
ン
ボ
ジ
ア
子
ど

も
教
育
支
援
活
動

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
、
２
０
０
８

年
か
ら
２
０
１
７
年
ま
で
に
７
つ

の
小
・
中
学
校
と
１
棟
の
図
書
館

の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
春
は
、
建
設
し
た
小
学

校
や
現
地
の
大
使
館
、
次
回
建
設

予
定
地
で
あ
る
チ
ョ
ン
コ
村
へ
の

訪
問
を
し
ま
す
。
過
去
に
、
こ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
学
生
や
現
地
ス
タ
ッ
フ

と
の
交
流
も
あ
る
の
で
充
実
し
た

活
動
に
な
り
そ
う
で
す
！

︿
地
域
活
性
化
﹀ ﹁
岡
山
県
日
生
諸

島
活
性
化
活
動
﹂

　
日
生
諸
島
に
は
、
里
海
︵
人
の

手
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
物

生
産
性
・
多
様
性
が
高
く
な
っ
た

沿
岸
海
域
︶
を
中
心
と
し
た
数
多

く
の
資
源
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
気
候
変
動
や
海
洋
ご
み

問
題
も
存
在
し
て
い
る
一
方
で
、

担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、﹁
住
民
参
加
型
の
里
海
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
を
作
る
﹂
こ
と
を
目
的

に
、
清
掃
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
の
お
手
伝
い
な
ど
を
通
し
て
、

五
感
で
日
生
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
場

所
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
！

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

︿
環
境
保
護
﹀ ﹁
山
形
県
日
本
海
沿

岸
清
掃
活
動
﹂

　
数
多
く
の
海
洋
ご
み
が
広
が
る

日
本
海
沿
岸
。
２
０
５
０
年
に
は

魚
よ
り
ご
み
の
量
の
ほ
う
が
多
く

な
る
と
い
わ
れ
る
中
、
私
た
ち
は

未
来
を
守
る
た
め
に
清
掃
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
も
、
多
く
の
海
洋
ご
み
を

回
収
し
て
海
や
私
た
ち
の
生
活
を

守
り
ま
す
！

●
関
川
村
で
の
活
動
も
検
討
中
！

　
ま
だ
、
活
動
実
施
が
確
定
に
至

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、﹁
関
川
村
大

石
ど
も
ん
こ
ま
つ
り
﹂
と
﹁
関
川

村
七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る
ま
つ
り
﹂
へ

の
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
の
参
加
を
検

討
中
で
す
。

　
夏
の
災
害
救
援
以
来
、﹁
ま
た

関
川
に
行
き
た
い
！
﹂
と
言
っ
て

い
る
学
生
が
多
く
、
無
事
実
施
で

き
る
こ
と
を
お
祈
り
し
な
が
ら
、

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
！

あ
な
た
の
好
き
な
秋
を
詠
お
う

短
歌


天
高
く
浪
打
つ
稲
穂
農
家
笑
顔
で

猫
の
ん
び
り
と
背
伸
び
す
る

俳
句


ブ
ド
ウ
狩 

粒
ぎ
っ
し
り
と 

手
に
重
し


刈
田
跡 

白
鳥
飛
来 

二
羽
三
羽


ア
ク
セ
ル
の 

踏
込
む
先
や 

黄
と
紅
と


枝
の
柿 

夕
日
に
映
え
て 

時
を
知
る

山
本
　
五
郎
︵
小
見
︶
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■
期
日
　
９
月
11
日

■
会
場
　
高
田
城
址
公
園
陸
上
競

技
場
︵
上
越
市
︶

■
成
績

︱
80
歳
以
上
４
０
０
ｍ
︱

▽
優
勝
　
船
山
　
勝
雄 

︵
勝
蔵
︶

　
記
録
１
分
36
秒
16

︱
80
歳
以
上
８
０
０
ｍ
︱

▽
優
勝
　
船
山
　
勝
雄 

︵
勝
蔵
︶

　
記
録
３
分
26
秒
05

︱
80
歳
以
上
１
５
０
０
ｍ
︱

▽
優
勝
　
船
山
　
勝
雄 

︵
勝
蔵
︶

　
記
録
７
分
16
秒
44
︵
大
会
新
︶

■
期
日
　
９
月
17
日

■
会
場
　
新
潟
市
陸
上
競
技
場

■
成
績

︱
女
子
４
０
０
ｍ
︱

▽
第
２
位
　

　

橋
　
怜
奈
︵
高
２
・
下
関
︶

　
記
録
　
59
秒
82

■
期
日
　
10
月
23
日

■
会
場
　
富
山
県
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場

■
成
績

︱
女
子
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

︱

▽
第
４
位

　
新
潟
県
立
新
発
田
高
校

　
記
録
　
４
分
07
秒
27

　
第
２
走
者
　

橋
怜
奈

︵
高
２
・
下
関
︶

■
期
日
　
11
月
５
日

■
会
場
　
朝
日
総
合
体
育
館

︵
村
上
市
︶

■
成
績

▽
準
優
勝
　
関
川
B
B
C
．
Ｊr

︵
ス
ポ
少
バ
ス
ケ
︶

■
期
日
　
11
月
６
日

■
会
場
　
長
岡
市
み
し
ま
体
育
館

■
成
績

▽
第
２
位
　

　
伊
藤
　
柚
愛
︵
小
６
・
下
関
︶

▶今年も残すところあと１か月となりま

した。今年は豪雨災害など色々なことが

あったので、今まで以上にあっという間

に過ぎた気がします。残り１か月、体調

に気を付けながら大切に過ごしていきた

いと思います。

▶新型コロナウイルス感染症がなかなか

終息しませんね。マスクの着用や手洗い・

うがいなど基本的な感染症対策をお願い

します。（み）

編集室から

●10月16日〜11月15日までの届出●

令和４年10月末現在　（　）は前月対比

人 の 動 き

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

ごめい福をお祈りいたします
　　ヤス　さん　　90歳　　久　保

近　　ミヨ　さん　　90歳　　上　関

佐藤　鐵藏　さん　　88歳　　安　角

横山　一威　さん　　71歳　　辰田新

伝　　道子　さん　　74歳　　大　島

川又　峯枝　さん　　89歳　　鮖　谷

堀　　憲次　さん　　95歳　　湯　沢

石山シユン　さん　　84歳　　湯　沢

加藤　ミイ　さん　　94歳　　金　俣

大　キヨ　さん　　95歳　　大　島

駒沢　俊男　さん　　87歳　　鍬江沢

須貝　八重　さん　　91歳　　上　関

近　　祐二　さん　　90歳　　若　山

野本　利之　さん　　90歳　　大　島

近　　正子　さん　　81歳　　下　関

お誕生おめでとうございます

大　翔ちゃん（男）　下　関

　　　　　　佐藤　大輔・亜美 さん

や ま と

（　　　　　　　　）

世 帯 数　　1,851世帯（−６）
総 人 口　　5,027 人（−13）
　 男 　　　2,432 人（−７）
　 女 　　　2,595 人（−６）

転入　４人　　転出　８人

出生　１人　　死亡　11人

▶
こ
ち
ら
は
有
料
広
告
で
す

▶
関
川
Ｂ
Ｂ
Ｃ
．Jr

第
52
回
新
潟
県
高
等
学
校

選
抜
陸
上
競
技
大
会

第
39
回
北
陸
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

第
43
回
村
上
市
岩
船
郡
小
学
校

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゆ

あ

第
42
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
競
技
別
交
流
会

第
46
回
空
手
道
大
会

第
27
回
北
信
越
高
等
学
校

新
人
陸
上
競
技
大
会
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あなたに
直撃

　関川村学校運営協議会で委員をして

いる佐藤千恵子さんにお話を聞きまし

た。

①学校運営協議会の委員になったきっ
かけを教えてください。

　中学校の PTA 会長になったことが

きっかけで、学校運営協議会の委員に

なりました。委員になる前はどんなこ

とをしているのかわかりませんでした

が、委員になり、活動に参加してみると、

村の人達が子どもたちや学校のために

活動していることがわかりました。

②委員を務めるうえで、大切にしている
ことは何ですか？

　子どもたちだけでなく、学校や先生

のために何かできることはないか聞い

たり、学校からの要望などを聞いてお

手伝いしたいと思っています。

③今、夢中になっていることはあります
か？

　子どもの夢を応援することです。上

の子は登山とカヌー、下の子はベース

をやっています。まだ大会に出たり、

みんなの前で披露することはありませ

んが、これから先大人になってたくさ

んの人に見ていただけるように練習を

してほしいです。

④関川村の子どもたちに望むことは？

　子どもたちには、あいさつや返事の

できる子になってほしいと思っていま

す。自分も子どもの時は恥ずかしくて

あいさつができませんでした。大人に

なっても「あいさつ」「返事」は大切で

す。いつでも誰にでも元気にあいさつ

や返事をしてほしいです。

佐

藤

千
恵
子
さ
ん

︵
松
ケ
丘
︶

232

　
家
族
み
ん
な
で
お
出
か
け
し
た
り
、
動
物
が
大
好
き
な
奏
佑

と
、
お
し
ゃ
べ
り
が
上
手
で
ピ
ン
ク
色
と
ミ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
が
大

好
き
な
明
奏
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
２
人
の
成
長
を
見
守
っ
て
い

る
よ
！

近 　正弥 さん  千恵 さん（上関）

奏佑く　ん（６歳）

明奏ちゃん（４歳）

そう　すけ

めい　 か

アルビレックス新潟Ｊ２優勝・Ｊ１昇格
　アルビレックス新潟の中野社長と瀬口拓弥選手（ＧＫ）が、

Ｊ２優勝とＪ１昇格の報告に、関川村役場を訪れました。




